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松戸市
公式LINE

WEB
松戸市
ふるさと納税
ふるさとチョイス

WEB

CONNECT     MATSUDOwith
松戸市公式WEB

まつどやさしい
暮らしラボWEB

OTHER （不定期開催） ■アートアンブレラ（JR東日本の忘れ物傘にペイントするワークショップ）  ■PARADISE AIR（アーティストと地域との交流を促す活動）

“桜のトンネル”を体感できる「常盤平さくらまつり」、“青
空と桜のコントラスト”が見事な「六実桜まつり」、“夜桜”
が楽しめる「八柱さくらまつり」など各所で開催。

さくらまつり（各所）

A P R I L4

自然に親しみ、みどりの恩恵に感謝し、豊かな心を育む
ことを目的に、市民・緑化関係団体・行政が一体となっ
てみどりの月間に開催するみどりの祭典。

緑と花のフェスティバル

M a y5

里やまボランティアによる保全活動が行われている森を
公開するイベント。森の魅力を感じ、身近なみどりの大切
さに気付くきっかけとなることを願って開催。

オープンフォレストin松戸

M a y5

フラワーボランティアや地域の皆さんと育てたポピー畑
で花まつりを開催。ステージ演出や河川愛護団体によ
る模擬店など、子どもから大人まで楽しめるイベント。

江戸川松戸フラワーライン 春の花まつり

M a y5

毎年、東松戸ゆいの花公園の開園記念日の5月19日に
合わせてその前後に開催。色とりどりの花やみどりに囲
まれながら、子どもから大人まで楽しめるイベント。

結いの花フェスタ

J u n e6

21世紀の森と広場内の湧水にホタルの自然発生を夢見
て、ライオンズクラブが1992年にホタルの飼育を開始し、
翌年から観賞会を開催（現在は100匹程が自然発生）。

ホタル観賞会

J u l y7

聖徳大学が主催し、松戸市内の団体・松戸市など、大
学・地域・行政が連携して、松戸中央公園を舞台に開
催するアートプロジェクト。

アートパーク

A u g u s t8

夏の夕べに「とうろう」や提灯の灯りで川面を飾り、 町
を水害から守ろうと川を拓いた先人たちと自然の恩恵
とに感謝を伝える催し（毎年8月9日・10日に開催）。

松戸宿坂川献灯まつり

S e p t e m b e r9

７月に種をまいたコスモスの開花に合わせて花まつりを
開催。秋の太陽をいっぱいに浴びたコスモス畑は、さわ
やかな風を感じられる貴重なスポット。

江戸川松戸フラワーライン 秋の花まつり

O c t o b e r10

メイン会場となる戸定邸・戸定が丘歴史公園・松雲亭
に加え、松戸市内各所にてエキシビション・トーク・ワー
クショップ・マルシェを開催。

科学と芸術の丘

N o v e m b e r11

「21世紀の森と広場」が有する豊かな自然環境を舞台
に、アート作品を楽しみ、新しい自然を発見し、世代や言
語を超えた交流が生まれるきっかけとなるイベント。

松戸アートピクニック
若者に人気のBMXやスケボー・グラフィティアートなど、プ
ロアスリートやアーティストによるワークショップやライブ
パフォーマンスを体験できるイベント（開催時期不定期）。

ストリートカルチャー体験イベント 「XP」

＼友だち募集中!／

［特集1］
都会なのにみどりの多いまち松戸には
“みどりの守り人”がいる。

［特集2］
創造と想像が、新しい魅力ある街をつくる。

A r t  a n d  G r e e n  E v e n t  S c h e d u l e



松戸市は「みどりと暮らす豊かさを実感できるまちづくり」を目指しています。
松戸には、公園・街路樹・里やま・河川・農地など、先人から受け継ぎ守り育
ててきた貴重なみどりがたくさんあります。そのみどりが暮らしを支え、生活
に潤いを与えています。そして、貴重なみどりを支える“みどりの守り人”がいます。
みどりがある生活を楽しめるまち。生活にみどりが寄り添うまち。松戸の
“みどりの守り人”をご紹介します。

2025年には第36回全国「みどりの愛護」のつどいが松戸市で開催されます。

都会なのにみどりの多いまち松戸には
“みどりの守り人”がいる。
「みどりと暮らす。松戸に暮らす。豊かに暮らす。」
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江戸川松戸フラワーライン実行委員会相談役。30
代の頃、青年会議所でまちづくりに取り組む中でみ
どりへの関心を深め、みどりを育むボランティア活
動を開始。建設業の現場監督等の職務で培った、人
と協力して現場を動かすプロデュース能力を発揮し
ながら、30年以上にわたり松戸市の多様な取り
組みに尽力している。

特定非営利活動法人
クリエイティブまつど工房理事長

榎本   孝芳

PROFILE

E N O M O T O  T a k a y o s h i

01

公
園
を
よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
（
湯
浅
）。

　私
た
ち
「
結
い
の
会
」
は
公
園
内
の
花
壇
の

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
他
、
花
の
植
え
替
え
や
花

が
ら
摘
み
、
水
や
り
な
ど
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
育
て
た
花
を
押
し
花
に

し
て
し
お
り
を
作
っ
た
り
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

香
り
袋
を
作
っ
て
い
ま
す
。
来
園
者
に
も
体

験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
春
・
冬
の
イ
ベ

ン
ト
の
際
に
は
講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

花
壇
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
と
、
お
散
歩
に

来
た
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
や
、
お
昼
ご
飯

を
食
べ
に
来
た
ご
年
配
の
方
た
ち
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ
と
も

多
い
で
す
。
皆
が
優
し
い
気
持
ち
で
つ
な
が

っ
て
い
く
、
そ
ん
な
素
敵
な
雰
囲
気
が
こ
の

公
園
に
は
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
（
石
川
）。

　東
松
戸
ゆ
い
の
花
公
園
で
は
、
東
松
戸
ゆ

い
の
花
公
園
利
用
促
進
協
議
会
構
成
員
の「
結

い
の
会
」
の
皆
さ
ん
が
、
花
壇
の
一
部
分
を

維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
別
の
構
成

員「
マ
グ
ノ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
」

は
、
ゆ
い
の
花
公
園
の
み
ど
り
と
花
に
囲
ま

れ
た
環
境
の
中
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー

ト
を
年
に
3
〜
4
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
他

に
も
春
の「
結
い
の
花
フ
ェ
ス
タ
」や
冬
の「
ク

リ
ス
マ
ス
会
」
を
松
戸
市
と
共
催
す
る
な
ど
、

多
種
多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
花
を
通
じ
て
、
人
と
人
と
が
結

ば
れ
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
豊
か
な
環
境

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
協
力
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
協
議
会
と
し
て
も「
継

続
は
力
な
り
」
の
想
い
で
、
構
成
員
の
方
々

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
こ
の
素
晴
ら
し
い

花
に
よ
っ
て
結
ば
れ
、
花
を
通
じ
て
広
が
る
人
の
輪

湯浅隆雄
第35回全国「みどりの愛護」のつどいにおいて功労
者国土交通大臣表彰を受賞した「東松戸ゆいの花
公園利用促進協議会」会長。平成30年、協議会が
組織され初代会長に就任して以来、今日に至るまで
公園の利活用を発展・充実させるために尽力。
石川美記子
広報でボランティア募集を見たことをきっかけに「結
いの会」の活動に参加。花を愛する仲間とともに、公
園を訪れる人々の笑顔に触れる喜びを感じなが
ら、四季折々の花 で々公園を彩っている。

湯浅   隆雄

PROFILE

Y U A S A  T a k a o

石川  美記子
I S H I K A W A  M i k i k o

02

江
戸
川
の
河
川
敷
に
殺
虫
剤
等
は
使
用
で
き

な
い
の
で
、
そ
の
分
苦
労
は
多
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
で
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
結
果
、
今
で

は
江
戸
川
の
河
川
敷
に
広
が
る
約
2
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
花
畑
に
、
春
に
は
ポ
ピ
ー
、
秋
に
は

コ
ス
モ
ス
が
一
面
に
咲
き
誇
り
、
お
祭
り
も

定
期
的
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
市
民
が
憩
う

花
の
名
所
に
な
り
ま
し
た
。

　現
在
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
、

協
働
し
て
こ
の
花
畑
の
運
営
・
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
長
く
継
続
し
て
い

く
た
め
に
、
興
味
を
持
っ
た
人
が
気
軽
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

も
進
め
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し

て
誰
も
が
「
私
は
こ
の
ま
ち
が
好
き
で
す
！
」

と
誇
り
を
持
っ
て
言
え
る
環
境
を
、
こ
れ
か

ら
も
守
り
育
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「江
戸
川
松
戸
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
」
は
、
松

戸
の
魅
力
を
引
き
出
し
て
、
住
む
人
が
自
分

の
ま
ち
に
愛
着
を
持
て
る
よ
う
に
と
の
想
い

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
花
畑
が
あ
る
場

所
の
地
下
に
は
、
古
ケ
崎
浄
化
施
設
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
が
花
畑
に
な
る
前
は
施
設
建
設

の
た
め
石
こ
ろ
だ
ら
け
で
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や

杭
が
地
表
に
出
て
い
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し

て
の
使
用
が
困
難
な
状
態
で
し
た
。
そ
こ
で

「
緑
花
清
流
の
ま
ち
づ
く
り
」
構
想
の
も
と
、

市
民
と
行
政
が
協
働
で
こ
の
場
所
を
花
畑
に

す
る
取
り
組
み
が
、
平
成
7
年
に
始
ま
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
に
す
る
の
は
簡

単
で
は
な
く
、
江
戸
川
が
増
水
し
て
コ
ス
モ

ス
が
根
腐
れ
し
て
し
ま
っ
た
り
、
レ
ン
ゲ
が

害
虫
に
や
ら
れ
て
し
ま
う
な
ど
、
何
度
も
被

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
水
道
水
源
と
な
る

皆
が
誇
り
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

東松戸ゆいの花公園
利用促進協議会会長

結いの会代表

ゆ

05 04



　松
戸
の
森
は
都
会
的
な
環
境
と
共
存
し
て
い

る
こ
と
が
特
徴
で
、
一
歩
森
に
入
れ
ば
ま
ち
の

雰
囲
気
と
は
一
変
、
き
れ
い
な
空
気
に
包
ま
れ

て
、
心
が
癒
さ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
野
鳥
や
昆
虫
に
出
会
え
る
の
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
す
。「
オ
ー
プ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト

in
松
戸
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
小

さ
な
子
ど
も
た
ち
に
も
豊
か
な
自
然
に
思
い

切
り
触
れ
合
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森
で
活
動
を
し
て
い
る
と
、
散
策
中
の
方
々

と
会
話
す
る
機
会
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
が
生
ま
れ
る
の
も
、

森
を
訪
れ
る
楽
し
み
の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
日
常
生
活
の
す
ぐ
隣
に
安
ら
ぎ
の
場

所
が
あ
る
素
晴
ら
し
さ
を
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
多
く
の

方
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　常
磐
線
で
東
京
方
面
か
ら
松
戸
に
入
る
と

矢
切
の
斜
面
林
が
目
に
入
る
の
で
、
松
戸
に

は
み
ど
り
が
多
い
と
い
う
印
象
を
持
た
れ
る

方
が
多
い
で
す
が
、
都
心
に
近
い
こ
と
も
あ

り
、
み
ど
り
が
広
が
る
場
所
は
限
ら
れ
て
い

て
、
今
で
も
少
し
ず
つ
森
は
減
り
続
け
て
い

ま
す
。
樹
林
地
の
所
有
者
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
も
と
、
そ
の
貴
重
な
松
戸
の
森
を
守
る

整
備
活
動
を
私
た
ち
「
松
戸
里
や
ま
応
援
団
」

が
行
っ
て
い
ま
す
。
里
や
ま
応
援
団
は
、
平

成
15
年
度
に
市
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
松

戸
市
緑
推
進
委
員
会
」
の
発
案
で
始
ま
っ
た

「
里
や
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座
」
の
修
了

生
が
立
ち
上
げ
た
団
体
で
、
今
で
は
市
内
15

の
森
を
そ
れ
ぞ
れ
別
の
会
が
受
け
持
ち
、
次

の
世
代
に
少
し
で
も
良
い
自
然
環
境
を
引
き

継
ぎ
た
い
と
い
う
想
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

都
会
と
共
存
す
る
松
戸
の
森
の
魅
力
を
発
信

松戸里やま応援団代表。オープンフォレストin松戸
実行委員長。松戸里やま応援団代表として、市内で
里やま保全活動を行う各会との協力支援体制の強
化を図りながら、松戸市のみどりを守るとともに、
森でのイベントの開催などに尽力。みどりを愛する
者として、人と人とのつながりを大切にしながら、
仲間とともにみどりに対する理解を広めていく
活動を続けている。

横山　元

PROFILE

Y O K O Y A M A  H a j i m u

03

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

O P E N F O R E S T

　都市部に残るみどりを守り、みどりを大切にする心を育むきっかけとなることを目指し、新緑のきれいな5月に、普段
は入れない森を一斉公開しています。公開する森は、ボランティアが日頃から保全活動をしている森、計18カ所。森を散
策したり、ハンモックに揺られて読書をしたり、山野草を観察したり、手作りの遊具で遊んだり、木の実で工作をしたりと、
楽しみ方はいろいろ。こんなに近くに森があるなんて !発見とやすらぎが満載の、ワクワクするイベントです。

■森には駐車場、トイレがありません。　　　
■服装は、長そで・長ズボン・運動靴で。

注意点

松戸市公式
ホームページ

連絡先
8:30～
17:00

ハ
ン
モ
ッ
ク
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ

と
っ
て
も
気
持
ち
い
い
♪

ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

木
登
り
大
成
功
!

森
の
中
で
工
作
し
た
よ
!

上
手
に
で
き
た
で
し
ょ
?

マ
マ
見
て
!
輪
投
げ

成
功
し
た
よ
!

カ
ブ
ト
虫
の
幼
虫
を

見
つ
け
た
よ
!

松戸里やま応援団代表

松戸市 みどりと花の課
　 047-366-7378（平日のみ）

オープン
フォレストの
イメージ動画を
見てみよう!
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Introduction
▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

松戸市では、市内の里やま・公共花壇・
河川などのみどりを守り育てるため、多く
の市民活動団体がさまざまな取り組み
を実施しています。松戸の“みどりの守り
人”として活躍する、みどりのボランティア
団体とその活動についてご紹介します。

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

ハーブを広め、ファンを増やすきっかけ
となることを目指して、平成17年に市
営金ケ作育苗圃内ハーブ園（約1,000
平方メートル）の維持管理団体として発
足しました。

みどりの団体
松戸ハーブボランティア

2024年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

松戸のみどりを訪ねる「松戸のみどり
再発見ツアー」を主催するとともに、
さまざまな活動を通して、みどりに関
するネットワークづくりに深く貢献して
います。

緑のネットワーク・まつど

2018年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

市内で花壇づくりをしている市民団体
の相互交流を目的に、平成17年に設
立されました。市の育苗施設を拠点に
“種からの花づくり”に取り組み、「花づ
くり体験講座」を開催しています。

松戸花壇づくり
ネットワーク

2015年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

「歴史とみどりと水の調和」をテーマ
に協働活動を継続することにより、公
園を“身近な自然と触れ合える場”、
“豊かな自然を楽しめる場”として活
用することを目指しています。

根木内歴史公園サポーター
根っ子の会

2016年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

江戸川松戸フラワーライン
実行委員会

2003年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

市民からの寄付による里親制度で、坂
川沿いに河津桜37本の並木を整備
し、「松戸宿坂川献灯まつり実行委員
会」の設立・運営や河川清掃などを
行っています。

坂川とまちづくり市民の会

2023年度 かわまち大賞

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

「オープンフォレストin松戸」は、毎年5月
に開催しています。身近なみどりの大切
さ、減少し続ける都市樹林を保全する
ことの大切さを、参加者と一緒に考える
大変有意義な機会となっています。

オープンフォレスト
in松戸実行委員会

2016年度
「みどりの愛護」功労者国土交通大臣表彰

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

松戸駅から千葉大学園芸学部までの
地域で、食べられる景観づくりを行って
います。野菜やハーブなどの食べられ
る植物を、まちなかのプランターで地域
の方と一緒に育てています。

エディブルウェイ
プロジェクト

平成7年度に松戸市の「緑花清流のまち
づくり」構想をきっかけに発足。市民と
行政による「協働のまちづくり」として、
約2ヘクタールの花畑に春はポピー、
秋はコスモスを育てています。

　松戸市では「文化の香りのする街」を目指して、多様な文化・芸術に触
れる機会の創出やクリエイターやアーティストが活躍できる環境づくりなど、
文化を軸とした都市ブランドづくりを行っています。
　国指定重要文化財である戸定邸をメイン会場として行われる伝統と革
新が融合した国際フェスティバル「科学と芸術の丘」、国際的な文化芸術
の発信拠点として国内外のアーティストの滞在創作活動を支援しながら世界
の文化芸術と市民の触れ合いを実現する「PARADISE AIR」など、松戸はアー
トの魅力で溢れています。

R E P O R T  A N D  I N T E R V I E W

創造と想像が、新しい魅力ある街をつくる。

2017 グッドデザイン賞

いくびょうほ
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か
つ
て
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
松
戸
に
は
、

古
く
か
ら
新
し
い
こ
と
を
取
り
入
れ
て
い
く
自

由
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
市
外
か
ら
訪
れ
る
人
を

受
け
入
れ
る
寛
容
さ
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
性
を
持
ち
幕
末
の
激
動
の
時

代
を
生
き
抜
い
た
水
戸
藩
最
後
の
藩
主
・
徳
川

昭
武
が
築
い
た
文
化
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
歴
史
的
背
景
を
持
つ
松
戸
市
で
、

2
0
1
8
年
に
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
科
学

と
芸
術
の
丘
」
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

科
学
と
芸
術
の
丘
は
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
活

動
を
実
践
す
る
メ
ン
バ
ー
や
世
代
を
超
え
た
市

民
が
主
体
と
な
り
、
創
造
性
豊
か
な
「
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
・
シ
テ
ィ
ま
つ
ど
」
を
目
指
す
松
戸

市
と
と
も
に
立
ち
上
げ
た
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
、
徳
川
昭
武
が
建
て
た
戸
定
邸
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
、
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
リ
ン
ツ
に
拠
点
を
置
く
世

界
的
な
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
ト
の
文
化
機
関
「
ア
ル

ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
カ
」
の
協
力
も
得
て
、
共
に

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
よ
る
作
品
展
示
等
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
毎
年
違
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
ト
ー
ク
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
マ
ル
シ
ェ
な
ど
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
さ
れ
る
他
、
同
時
に
松
戸
市

内
の
お
店
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等
で
も
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

R
E

P
O

R
T

科
学
・
芸
術
・
自
然
、そ
し
て
人
が
つ
な
が
り

創
造
的
な
未
来
を
目
指
す
新
た
な
文
化

F E A T U R E

科 学 と 芸 術 の 丘
Matsudo International Science Art Festival

◀公式ホームページ

C R O S S  T A L K

伝統と革新の空間で科学と自然とアートをつなぐ。
「科学と芸術の丘」を立ち上げた清水陽子氏とディレクターを務める関口智子氏が、アート、そして松戸への想いを語る。

清水「ニューヨークなどで多彩なクリエイティブプロジェクトに関わる中

で、アーティストたちが自分たちの力で魅力ある街をつくっていく過程を

見て、すごくクールだなと感じていました。それで私も、自然と調和した場

所で最先端の科学と融合した芸術表現をやりたいと考えていたところ、

松戸にはクリエイティブな人たちが結構いることを知りました。」

関口「『先進的な試みを実験的に行いながらクリエイティブな発想を活

かし、なおかつ自然と調和した、持続可能なコンセプトのフェスティバル

をやったら面白い人が集まるのではないか』という清水さんの考えに共

感し、ディレクターとして科学と芸術の丘に参加しました。」

清水「私が科学と芸術の丘で大事にしているのは、難しいことを考えな

くても、この現象が美しいと感じたり、何かインスピレーションになったり、

あるいは疑問を持ってもらうようなきっかけをつくることです。」

関口「私は、『丘のマルシェ』の当初の企画意図のように、『たまたま来

たらアートに出会う』という仕組みを大切にしています。また同時に、街

の方でもテーマに合わせた企画を実施してもらうなど、皆でこの芸術祭

をつくっていくことを大切にしています。」

清水「コミュニケーションをサポートしてくれるカタリストスタッフ（ボラン

ティアスタッフ）の皆さんのおかげで、海外から来たアーティストと展示

室等で直接コミュニケーションを取れるのも魅力です。これからグローバ

ルな仲間づくりもどんどん広げていきたいです。」

関口「芸術祭は、本当にさまざまな場面で活躍してくれるカタリストスタ

ッフの方々がいるからこそ開催できています。それに、芸術祭をきっかけ

にアーティストやクリエイターになる人が増えていることも嬉しいです。」

清水「私は、このフェスティバルは松戸だからこそ始められたと思います。

戸定邸という伝統と革新のスペースを使用することを、街の方 も々寛大

に受け入れてくださいました。これからもたくさんの人とつながって、温かく

優しい雰囲気の中で未来を築いていくようなことをしたいと思っています。」

関口「『自分がやりたいからやる』という主体性を持って何かやっている

人は、皆がアーティストだと感じています。アート系の大学出身でもなく、

作品を発表しているわけでもない私がこのポジションにいるのが、その

証明かなと思います。だからアートとかサイエンスを遠くのものと思わず

に、もっと気軽に触れて楽しんでもらえたら嬉しいです。」

アルスエレクトロニカ・フューチャーラボのクリエイティブ・ビ
ジネス・イノベーション統括。生物学と化学のバックグラウ
ンドを持つ主要研究者でありアーティストでもある。科学と
芸術を融合した革新的な技術やインスタレーションを開
発。クリエイティブな街づくりや都市開発のプロジェクトに
もディレクターやアドバイザーとして参画している。

S H I M I Z U  Y o k o

P R O F I L E

清 水  陽 子

「科学と芸術の丘」総合ディレクター。一般社団法人ゼロ
ファクトリアル代表理事。前職でサイトやWebコンテンツ等
のディレクターとしてプロジェクトマネジメントの経験を積ん
だ後、“表現をする人”を応援したいというモチベーションか
ら独立。科学と芸術の丘のイベント運営に携わるomusubi
不動産にプロジェクトマネージャーとして参画している。

S E K I G U C H I  T o m o k o

P R O F I L E

関 口  智 子

あ
き
た
け

10



　「
パ
ラ
ダ
イ
ス
エ
ア
」
は
、
か
つ
て
ホ
テ
ル
だ

っ
た
ビ
ル
を
活
用
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
楽
園
を
意
味
す
る
「PARADISE

」、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス（Artist In Residence

）

の
略
称「AIR

」か
ら「PARADISE AIR

」と
名
付
け
、

2
0
1
3
年
に
そ
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
水
戸
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄

え
た
松
戸
駅
前
は
、
江
戸
と
水
戸
を
つ
な
ぐ
要

所
と
し
て
多
く
の
旅
人
が
行
き
交
い
ま
し
た
。

地
元
住
民
の
邸
宅
に
は
、
過
去
に
訪
れ
た
旅
人

が
宿
泊
料
代
わ
り
に
残
し
た
作
品
が
今
も
残
る

と
言
わ
れ
ま
す
。

　
無
償
で
宿
泊
場
所
を
提
供
す
る
「
一
宿
」
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
も
た
ら
す
「
一
芸
」
で
、
か

つ
て
の
松
戸
宿
の
歴
史
伝
統
を
踏
ま
え
た
「
一

宿
一
芸
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
国
内
外
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
行
き
交
う
文
化
・
芸
術
の
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
新
た
な
歴
史

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
短
期
滞
在
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
受

け
入
れ
る
「
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

公
募
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

渡
航
・
滞
在
・
作
品
制
作
を
3
カ
月
間
フ
ル
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
地
域
を
つ
な
ぎ
多
様
な
学
び

と
交
流
を
促
す
「
ラ
ー
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

3
つ
を
軸
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

私はパラダイスエアのロングステイ・プログラムで2015年に初めて松戸

に来ました。今回は4回目の滞在になりますが、私にとって松戸は第2の

ホームで、ここに滞在してクリエイティブな作業をする時間がとても好き

です。いつも居る心地良い領域から一歩出ると、世界の見え方も違う

し、いろんな刺激が与えられているなと感じます。松戸での体験や出会

いによって高められる好奇心が、クリエイティブなところに還元されてい

ると思います。私が松戸に滞在して体験したことや感じたことを他の

アーティストにも体現してもらい、たくさんの人がつながる関係性をつくっ
ていきたいと考え、新しいレジデンスをつくるプロジェクトも進めていま

す。そして将来的には、私が松戸で活動しているアーティストやクリエイ

ターの方 を々ポルトガルに連れて行きたいとも思っています。アートに関

わっているとその中に共通言語があるので、話す言語が違っても、豊か

な時間の中でつながりが生まれていくと感じています。

R
E

P
O

R
T

国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
行
き
交
う

文
化
・
芸
術
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト

F E A T U R E

パ ラ ダ イ ス エ ア
PARADISE AIR

A R T I S T

M O U R Ã O  V a s c o

ヴァスコ・ムラオ

I N T E R V I E W

1979年生まれ、ポルトガル出身。ドローイングを専門とする美術家。黒いペンと紙、そして時
間だけを用いて、都市の街並や建築物を描く。小さなサイズの作品から巨大な壁画まで、美
術とイラストレーションの間を自由に行き来しながら作品を展開。著名な新聞・雑誌に作品
を提供する他、個人のクライアントのための作品制作などにも取り組んでいる。

P R O F I L E

松戸は宿場町として繁栄した歴史があるためか、住民の自治意識が

高く、寛容性や頼れる関係性があります。東京との距離感や、パラダイ

スエアがあるビルには階段しかないといった弱点もアーティスト・イン・

レジデンスにはハマると思って、約10年前に本プロジェクトをスタートし

ました。現在パラダイスエアでは年間60名ほどのアーティストが滞在

し、その人たちとの交流を求めて地元のクリエイターも入居しています。

世界中のアーティストが、各国を移動する途中で訪れ滞在中に作品

をつくるなど、ここはアーティストたちのトランジットポイントになっていま

す。最近は環境問題やジェンダーにまつわる作品が増えるなど、時代

の流れとともに来るアーティストも変わりました。だから、“ドアは開き続

ける”というのが大事だなと感じています。作品ができるまでのプロセス

とか、始まりの瞬間とか、晴れの場ではなく“日常の大切さ”みたいなこ

とが社会的に広がっていけばいいなと思っています。

D I R E C T O R

M O R I  J u n p e i

森  純 平

1985年マレーシア生まれ。東京藝術大学建築科大学院修了。在学時より建築から時間を
考え続け、舞台美術・展示・街づくり等、状況を生み出す現場に身を置き続ける。2013年よ
り千葉県松戸市を拠点にアーティスト・イン・レジデンス「PARADISE AIR」を設立・運営し、今
まで400組以上のアーティストが滞在している。

P R O F I L E

◀公式ホームページ
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OTHER （不定期開催） ■アートアンブレラ（JR東日本の忘れ物傘にペイントするワークショップ）  ■PARADISE AIR（アーティストと地域との交流を促す活動）

“桜のトンネル”を体感できる「常盤平さくらまつり」、“青
空と桜のコントラスト”が見事な「六実桜まつり」、“夜桜”
が楽しめる「八柱さくらまつり」など各所で開催。

さくらまつり（各所）

A P R I L4

自然に親しみ、みどりの恩恵に感謝し、豊かな心を育む
ことを目的に、市民・緑化関係団体・行政が一体となっ
てみどりの月間に開催するみどりの祭典。

緑と花のフェスティバル

M a y5

里やまボランティアによる保全活動が行われている森を
公開するイベント。森の魅力を感じ、身近なみどりの大切
さに気付くきっかけとなることを願って開催。

オープンフォレストin松戸

M a y5

フラワーボランティアや地域の皆さんと育てたポピー畑
で花まつりを開催。ステージ演出や河川愛護団体によ
る模擬店など、子どもから大人まで楽しめるイベント。

江戸川松戸フラワーライン 春の花まつり

M a y5

毎年、東松戸ゆいの花公園の開園記念日の5月19日に
合わせてその前後に開催。色とりどりの花やみどりに囲
まれながら、子どもから大人まで楽しめるイベント。

結いの花フェスタ

J u n e6

21世紀の森と広場内の湧水にホタルの自然発生を夢見
て、ライオンズクラブが1992年にホタルの飼育を開始し、
翌年から観賞会を開催（現在は100匹程が自然発生）。

ホタル観賞会

J u l y7

聖徳大学が主催し、松戸市内の団体・松戸市など、大
学・地域・行政が連携して、松戸中央公園を舞台に開
催するアートプロジェクト。

アートパーク

A u g u s t8

夏の夕べに「とうろう」や提灯の灯りで川面を飾り、 町
を水害から守ろうと川を拓いた先人たちと自然の恩恵
とに感謝を伝える催し（毎年8月9日・10日に開催）。

松戸宿坂川献灯まつり

S e p t e m b e r9

７月に種をまいたコスモスの開花に合わせて花まつりを
開催。秋の太陽をいっぱいに浴びたコスモス畑は、さわ
やかな風を感じられる貴重なスポット。

江戸川松戸フラワーライン 秋の花まつり

O c t o b e r10

メイン会場となる戸定邸・戸定が丘歴史公園・松雲亭
に加え、松戸市内各所にてエキシビション・トーク・ワー
クショップ・マルシェを開催。

科学と芸術の丘

N o v e m b e r11

「21世紀の森と広場」が有する豊かな自然環境を舞台
に、アート作品を楽しみ、新しい自然を発見し、世代や言
語を超えた交流が生まれるきっかけとなるイベント。

松戸アートピクニック
若者に人気のBMXやスケボー・グラフィティアートなど、プ
ロアスリートやアーティストによるワークショップやライブ
パフォーマンスを体験できるイベント（開催時期不定期）。

ストリートカルチャー体験イベント 「XP」

＼友だち募集中!／

［特集1］
都会なのにみどりの多いまち松戸には
“みどりの守り人”がいる。

［特集2］
創造と想像が、新しい魅力ある街をつくる。

A r t  a n d  G r e e n  E v e n t  S c h e d u l e
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